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☆１学期人権学習～多文化共生について考える～
１学期の人権学習では、「多文化共生」をテーマに学習を行いました。日本に住む日本以外のルー

ツを持つ人たちの実態を知るとともに、それぞれの文化や人を尊重して、行動する考え方や態度を培
いました。教室での仲間との意見交流の時間では、よい雰囲気でとても意欲的に活動する姿が見られ
ました。最後の授業では、共生社会を構成する一員として、「みんなが自分らしく共に生きられる社
会にするために、必要なことは何か？」についてそれぞれが考えました。
ワークシートの感想では、ミックスルーツであるかないかに関わらず、その人自身を見ること、お

たがいを知ろうとすること、考えることが大切であるといった内容が多く書かれていました。

＜１学期人権学習 取り組み内容＞
①「多文化共生」とは？カラスに関しての情報をもとに考える

②矢野デイビッドさんの動画を見て考える

③『「日本語、上手ですね」って、時代遅れ？』の動画を見て考える

勝手なイメージやウワサでの判断や、事実でない情報で行動したり、発言したりすると、どこか

で誰かを傷つけたり、自分も傷つく可能性があることを学びました。カラスに関しての複数の情報
を“事実”なのか“意見”なのかを分けました。

（例）
・“カラスは集まって寝る。” → 事実
・“カラスが鳴くと不気味なことが起こる。” → 意見
・“カラスは大きな樹木、鉄塔など人間から離れた高い所に巣をつくる。” → 事実
・“カラスは、恨みをもつと人を追い回してくる。” → 意見

日本に住む日本以外のルーツを持つ人たちの思いや経験に触れ、みんなが自分を自由に表現でき

る社会にするために必要なことについて考えました。ガーナ出身で日本人の父とガーナ人の母との
間に生まれた日本国籍の矢野デイビッドさん。まわりからの誤った認識や偏見でこれまでに傷つい
た彼の経験、そして彼の現在の想いが語られた動画を見て、意見交流をしました。

事実：客観的で確かなこと。現実にある（あった）事柄。
意見：個人的・主観的な判断や感情。

日本に住む日本以外のルーツを持つ人たちの対談動画から、「ミックスルーツ」という言葉の存

在や「マイクロアグレッション」について、多様な考えや背景があることを知り、自分自身の言動
を見直し、考えました。
動画では、そんな人たちがこれまで「日本語、上手ですね？」と何回も言われてきたという経験

が話題としてあがりました。その話題について対談されている動画を見て、「この表現についてど
う思うか？」、「どのようにアップデートするか？」をまずは個人で考え、そのあと仲間と意見交
流しました。

マイクロアグレッション・・・意図的かどうかに関わらず、偏見や差別で受け取り手が傷つく発言や行動。



行事予定

４日（火）校外学習（京都） ※雨天決行
１２日（水）～１９日（水）三者懇談会 ※給食は、１１日（火）が最後となります。
２０日（木）終業式
２１日（金）、２２日（土）夏季総体ブロック予選
２５日（月）滋賀県吹奏楽コンクール南部地区大会

行事等給食654321曜日

検尿２次○〇○○○○○木１

検尿２次○○○○○○○金２

土３

日４

○○○○○○月５

○○○○○○○火６

○○○○○○水７

○〇○○○○○木８

内科検診（１～４組）○〇○○○○○金９

土１０

日１１

教育相談週間○○○○○○○月１２

○〇○○○○○火１３

○○○○○○水１４

歯科検診○○○○○○○木１５

○○○○○○○金１６

土１７

日１８

○○○○○○○月１９

⑤情報モラル講演会○○○○○○○火２０

○○○○○○水２１

期末テスト○保社理国木２２

期末テスト○○○数英金２３

土２４

日２５

○○○○○○○月２６

○○○○○○○火２７

○○○○○○水２８

内科検診（５～７組）○○○○○○○木２９

○○○○○○○金３０

７月の予定


